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取扱説明書 


形名 


TY-VR72 


參このたびはにレコーダーをお買い上げいたださまして、 
まことにありびとラございました。 

♦この商品を安全に正しく使用していただくために、お使い 
になる前にこの取扱説明書をよ < お読みになり十分に理解 
して < ださい。 

参お読みになったあとは、必要なとさすぐに取り出せるよラ 
に大切に保管してください。 


保証書付 


•保証書はこの取扱説明書の裏表紙についていますので、お 
買い上げ日、販売店名などの記入をお確かめください。 
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ま全上のごミ主意 ぶ 

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するための安全に関する重 
要な内容を記載しています。次の内容（表示•図記号）をよ<理解してから本文をお読み 
になり、記載事項をお守り<ださい。 


r 表示の説明_ ] 

A 巧なと卜"取扱いを誤った場合、使用者び死亡:または重傷 （*1) を負ラことび 
_ B im _想定されること"を示します。_ 

A "取扱いを誤った場合、使用者び軽傷（*2)を負ラことび想定される 

巧み_か、または物的損害（*3)の発生び想定されること"をおします。_ 

* ] :重傷とは失明やけび、やけど（高温-低温)、感電、骨折、中毒などで、後遺症び残るわのおよ 
び治療に入院-長期の通院を要するをのをさします。 

* 2:軽傷とは、治療に入院や長期の通院を要さないけび-やけど-感電などをさします。 

* 3 :物的損害とは、家屋-家財および家畜-ぺット等にかかわる拡大損害をさします。 


r 図記号の説明 

( V ) ( S ) は、禁止（してはいけないこと）を示します。 

^ 具体的な禁止内容は、図記号の中や近<に絵や文章で示します。 

A •は、指示する行為の強制（必ずすること）を示します。 

^ 具体的な指示内容は、図記号の中や近<に絵や文章でおします。 


A 警告 


Q 運転中は使用しない 

交通事故の原因となります。 


0 乾電池を取り扱ラとさは、つざのことを守る 

. 指定似外の電池は使用しない 
指示 . 極性表示货と©を間違えて挿入しない 

. 充電-加熱-分解•ショートしたり、火の中に入れない 
. 乾電池に表示されている「使用推奨期限」を過ぎた0、使い切った乾電池は入 
れておかない 

. 種類の違ラ乾電池、新しい乾電池とちい乾電池を混ぜて使用しない 
. 長時間使用しないとさは、本体から乾電池を取り出す 
.水にめらしたり、めれた手で触れない 

発熱-液われ-破裂などにより、やけど-けびの原因となることびあります。 
わし、あに触れたときは、水でよく洗い流し医師に相談してください。 

器具に付着した場合は、液に直接触れないで拭さ取ってください。 
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ベ、本機をふりまわさない 

けびや事故の原因となります。 

禁止 

ベ、イヤホンの音量を上げずざない 

耳を刺激するよラな大さい音量で 
禁止長時間聞さ続けると、聴力障害の 
原因となります。 

A 内部に水や異物等が入ったら 
V すぐに電池を取り出す 

tenr そのまま使用すると、発煙や故障 
の原因となります。 

お買い上げの販売店に点検をご依 
頼 < ださい。 

A 発煙や変なにおいがするとき 
けは、体から離し放置する 

} 旨ホ本機び冷えたのを確認し、電池を 
取り出して < ださい。 

そのまま使用せず、お買い上げの 
販売店に修理をご依頼<ださい。 

A 録音中に乾電池を取り外した 
V り、ショックをあたえない 

録音中に乾電池を取り外したり、 
乾電池の接触び外れると録音した 
内容は保存されません。 

A 歩行中に使用する場台は、外 
V 部の音が十分聴き取れるまで 
ホ旨ホ 音量を下げる 

交通事故の原因となります。 

^分解•修理•改造はしない 

発煙や故障の原因となります。 

分解禁止修理はお買い上げの販売店にご依 
頼 < ださい。 



r お願い 

次のような場所には置いたり、使用しない 

•ふろ場など、水びかかったり、湿気の多い場所 
•雨、さりなどび直接入り込むよラな場所 

• 火のそば、暖房機器のそばなどの高温の場所-直射日光の当たる場所 
. 炎天下の車内•ほこり、油煙のをい（調理場など）場所-振動の強い場所 
•腐食性ガス（亜硫酸ガス、硫化水素、塩素ガス、アンモニアなど）の発生する場所 
•極端に高温、低温、温度変化の激しい場所 
• 後ポケット内 
故障の原因とな0ます。 


A 汪局 


ご使用前に 
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「免責事項_ I 

♦乂災、地震や雷などの自然災喜、第王ちによる行為、その他の事故、お客様の 
故意または過失、誤用、その他の異常な条件下での使用によって生じた損害に 
関して、当社は一切の責任を負いません。 

♦本機の使用または使用不能から生じる付随的な障喜（事業利益の損害、事業の 
中断）に関して、当社は一切の責任を負いません。 

♦取扱説明書の記載内容を守らないことによって生じた損害に関して、当社は一 
切の責任を負いません。 

♦当社び関与しない接続機器、ソフトウエアなどとの意図しない組み合わせによ 
る誤動作や機能停止などから生じた損害に関して、当社は一切の責任を負いま 
せん。 

♦万一、本機使用により生じた損害、逸脱利益または第三をからのいかなる請求 
についてを、当社では一切その責任を負いませんので、あらかじめご了承くだ 
さい。 

♦故障、修理その他の理由に起因する録音の失敗や録音内容の消失による損害お 
よび逸脱利益等に関して、当社では一切その責任を負いませんので、あらかじ 
めご了承ください。 


r 使用上のお願い_ ] 

■取扱いに関すること 

• 本機に強い衝撃を与えないでください。録音中の内容び記録されないばかりで 
なく、記録済みの内容び破壊される原因となります。 

♦電池の消耗により、録音内容び消えることはありませんび、万一のために大切 
な内容は、他の機器に保をすることをお勧めします。 

♦携帯電話や PHS の近くで録音するとノイズびはいることびあります。そのと 
さは、本機を離してご使用ください。 

♦本機の表示部に無理な力を加えないでください。破損の原因となります。また、 
表示部の特性上、力を加えると表示び異常となります。 

♦本機を水びかかる所、湿気やホコ U のをい場所、油煙や湯気の当たる所、暖房 
器具のそばや直射曰光の当たる場所に置かないで<ださい。 

♦本機を窓の締め切った自動車内に放置しないでください。車内び高温になるこ 
とびあり、変形-変色-故障の原因となることびあります。 

♦殺虫剤や揮発性のをのをかけたりしないでください。また、ゴムやビニール製 
品などを長時間接触させないでください。変色したり、塗料びはげるなどの原 
因となります。 
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つづを 


■お手入れに関ずること 

♦本体のよごれはやわらかい巧（ガーゼ等）で軽く拭さ取ってください。ティッ 
シュペーパーや硬い巧は使わないでください。 

♦ベンジンやシンナー等有機洗剤、石油類は絶対に使用しないでください。本体 
表面を変質させます。 

♦油ミちれ等びついたとさは、弱い中性洗剤を薄めてやわらかい巧にしみこませた 
をのを固く絞って使用し、その後、温水をしみこませて固く絞った巧で十分に 
拭さ取ってください。 

ただしわずかに表面び変質する場合びありえることはあらかじめご承知くださ 
い。 

■録音環境（推奨条件） 

♦本機は、7〜8人程度までび収容でさるル会議室での会議録音、または個人に 
よる口述録音をするのに適しています。 

♦これ外の環境条件でご使用の場合には、外部マイク（別売）をお使いになる 
か（マイク自体の仕様は、外部マイクのメーカーにお問い合わせください）、 
事前に録音試験をするなどで動作確認されることをお勧めします。 

■ノイズについて 

♦録音中や再生中に本機を電灯線、堂光灯、携帯電話などに近づけすざると、ノ 
イズびはいることびあります。 

♦録音中に本機に手などび当たったり、こすったりすると、雑音び録音されるこ 
とびあります。 

■著作権について 

♦あなたび、録音したをのは、個人として楽しむことなどを除いては、著作権法上、 
権利ちに無断で使用、開示、頒布または展示などをすることはでさません。 

なお、実演や興行、展示物などの中には、個人として楽しむなどの目的であっ 
てを、録音を制限している場合びありますのでご注意ください。 


ラジオ、テレビなどへの電波障害について 

本機は、家庭環境で使用することを目的としていますび、本機びラジオやテレ 
ビジョン受信機に隣接して使用されると、受信障害を引さ起こすことびありま 
す。取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 


ご使用前に 
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各部のなまス 

各部の名前に付いている数字は、説明しているページを表します。 


巧 


T ◎あ ©n 


マイク端子 （ T ) 

液晶表示部 

R の⑩ののの 

の肪脉の脉喊 
風 


\mm] 


録音/停止ボタン- 

のの励励風 

戻る （◄◄) ボタン- 
ののの脚励 


一時停止ボタン- 

ののの政 

音量（ル）ボタン- 

Q 松 


TOS 

"BA 

钢, 

扼聴1 
日付" 
残量 

- SS £ 

88 年 
ち S b ' 日 

I 88 z 


^驚） ( If ^- 



-内蔵マイク 

Q 


-イヤホン端子（〇) 

のの 

ホールドスイッチ- 

m 

ストラップ取付け巧- 
スピーカ— 


録音インジケーター 

の 

再生/停止ボタン 

の⑩のののの政 
の励四風 

音量（大）ボタン 

Q 政 

進む （►►) ボタン 
ののの励四 


消去ボタン 

の励喊 


〇 




電池ふた- 
電池ボックス 

E » 


と 


W 

谷°«麵ゴ 


が 


[付属品 



イヤホン 



アルカリ乾電池 
(単4お）2本 




ソフトケース 



取扱説明書 
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操作状態表示 

録音中または再生中を表示します。 

参：録音中►:再生中 

r ファイル番号/年表示 
選択中や操作中のファイルの 
番号または西暦下 2 ケタを表 
のします。 


-日付/音量表示 

現在の日付または録音した日付、または 
音量を表示します。 

カウンター/時刻表示 

経過時間または時刻を表示します。 


做晶表术の見かた 

-拡聴表示 

^電池歹寞量表示 

電池の残量を表示します。 


倒 

• 拡聴 
• 日付 I 
•残量 


_ L _ 

► 

J とが 年 

18 

月と《と《日 


J LlI U 


お願い表示部は正面か5見てください。 

(斜めから見た場合に背景の文字が見えますび、故障ではありません。） 


メッセージの表示例 

OC r 

いしし 

録音中です。 

clEi 

消去します。 

era n 

•翁し M M 

イント□再生中でず。 

JCI C 

U しし • 

;'し 

全てのファイルを消 
去しまず。 

1 ni 1 j 
uuu u 

お聴機能 

uni - 

♦ 心しし 

i 

ホールド機能 


ご使用前に 


し る 

就も^ 


量な 
示残に 
表るき 
間さと 
時でる 
量音い 
残録て 


お。 
表す 
をま 
示付し 
表曰な 
付た点 
曰しに 
音音さ 
録録と 
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電池を入れると 

電池を入れると、液晶表示部び点灯します。 

液晶表示部び点灯しない場合は、速やかに電池を取り出し、 
正しく入れ直してください。 

その後ち点灯しない場合は、電池を取り出し、点検•修理を 
依頼して<ださい。液晶表示部び点巧しないまま電池を入れ 
てお < と、発熱•液漏れのおそれびあ0ます。 


I 電池を交換するとき_ I 

■ 電池残量表示について 

電源を入れると、電池残量表示び点灯します。 

電池の消耗状態により、録音でさな<なるまでの時間び短い場合びあります。 
おおよその目安としてお使い<ださい。 

電池の残量 をい —► 少ない —► 交換 

マークの点。 iSM -► CH -► -JL] こ - 

.'■勺 

■ 電池交換時のを意点 

電池残量表示（"端:-")び点滅したら、必ず2本とわ新しい電池と交換して<ださい。 
電池の残量によっては操作ボタンび動作しなくなります。その場合は新しい電池と交換 
して < ださい。 

電池を交換したとさは、時刻を設定しなおしてください （10 ページ)。 


お知5せ.録音時には電池残量表示は点滅していないのに、再生すると点滅 （□) ず 
ることがあります。これは録音時と再生時の消費電力の違いによるちの 
です。電池が消耗しているので新しい電池と交換してください。 

. 録音中に電池が消耗すると、自動的に電源が切れます。ただし、それまで 
録音した内容は保存されます。たいせつな内容を録音する前には、電池残 
量をご確認ください。 

. 低温時は乾電池の性能が低下し、常温時よりち電池寿命が短くなります。 


電池の入れかた 


電池ふたをはずす 

①の方向へふたを巧しなびら、③の方向へずらしては 
ずします。 
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電池を入れて、電池ふたを閉める 

.単4形アルカ U 乾電池を2本使用します。 
.電池の+、一を確かめて正し<入れて<ださい。 
. ふたは必ず閉めて<ださい。 



曰 

nu nu 

苗 

Go 
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共通操作について 


録音/停止ボタン 

戻る （◄◄) ボタン 
一時停止ボタン 
音量（ル）ボタン 



再生/停止ボタン 
音量（大）ボタン 

進む (►►) ボタン 
消去ボタン 


内蔵マイク 



マイク端子 （ T ) 

イヤホン端子（〇) 


[電源を入れる 


[イヤホンで聞< 


[再生/停止]ボタンを押す 

液晶表示部に電池残量やファイ 
ルま号び表示されます。 



G 音量調節 


[音量]ボタン（大小）を押す 

液晶表示部に最後に設定されて 
いた音量び表示されます。 

音量は〇〜38まで可変でさま 
す。 



r 外部マイクを使う_ I 

ミニプラグ付マイク （3 .已0別売）を 
上面のマイク端子に接続する 

外部マイクを接続すると、内蔵マイクは自 
動的に切れ、外部マイクの音を録音します。 
マイクの電源は本機から供給されます。 



ミニプラグ付のイヤホン （3 .已 0) を 
上面のイヤホン端子に接続する 

イヤホンをつなぐと、 スピーカーから 音は 
出な < なります。 


ミニプラグ (3 .已 mm が) 



f お知5せ 


音声はモノラルです。 

J 


[電源を切るときは 


i 


[一時停止]ボタンを押す 

曰付-時刻だけの表示になり 
ます。 



r 電源の自動「切」機能について1 

約已分間作動しない状態び続 < と、電源 
び自動的に切れ、曰付-時刻だけの表示に 
なります。 
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時計を合わせる 


録音した日時を記録するためには、本機の時刻合わせをしておく怎 1要があります。 
この時計は 24 時間表示です。 


戻るボタン 

年、月、曰、時、分を戻します。 

一時停止ボタン 

0寺刻を合わせる画面を表示させます。 



再生/停止ボタン 

年、月、日、時、分をミ夫定します。 


進むボタン 

年、月、日、時、分を進めます。 

消去ボタン 


1 [—時停止]ボタンを 2 秒む上押す 

^年を設定する画面び表示され、年表示び点滅します。_ 

感 

两 h け 

y ,4 年 

n n n 

し•月し••••日 

n - n n 
u - u u 

ブ [戻る]ボタンまたは[進む]ボタンで 
厶 年を設定する 1 

(例） 20 ]0 年に設定 


1 、'，年 

[再生/停山ボタンを押す 

年びミ央定されます。次に月を設定する画面び表おさ _ 

れ、月表示び点滅します。 /®\ 

两 m 

、 1 / •し •年 

_ n n n 

し,月し•し,日 

fhnn 

u. し,し, 

A [戻る]ボタンまたは[進む]ボタンで 
寸 月を設定する 1 

(例）4月に設定 


1 ■•ィ ち。 。 B 

/ 1 
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[再生/停止] ボタンを押す 

月びミ夫定されます。次に曰を設定する画面び表おさ 
れ、曰表示び点滅します。 


感 


/： [戻る]ボタンまたは[進む]ボタンで 
U 日を設定する 


f 戻る 

◄◄ 


(例）]曰に設定 


感 


進を\ 

►► 
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[再生/停止] ボタンを押す 

曰びミ夫定され、次に時刻（時）を設定する画面び表示 
され、時表示び点滅します。 


感 


P [戻る]ボタンまたは[進む]ボタンで 
a 24時間表示の時を設定する 

(例） ] 日時に設定 


f 戻る 

◄◄ 


(§)- 


夕 


[再を/停止] ボタンを押す 

時刻（時）びミ央定されます。次に時刻（分）を設定す 
る画面び表示され、分表示び点滅します。 AgA 


in [戻る]ボタンまたは[進む]ボタンで 
分を設定する 

(例）34分に設定 


i(§)i 


11 


[再生/停止] ボタンを押す 

時刻（分）びミ夫定されます。時刻は24時間表示で表 
示されます。 

年表示は設定時のみ表示されます。 


感 


使いかた 



I り I 

片 

Hr 



nu 

ご 

Lvr 

う 



zn 

-しぃ星 
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録音ずる 


99ファイルまで録音できます。録音を始めると、自動的に一番最後の部分に新 
しいファイルが作成されます。 


録音/停止ボタン 


一時停止ボタン 


< 141 • 0 0 
お聴 ►し，しい 
曰巧いご 0 0 
巧量 I U 巧 U U E 





録音インジケーター 
再生/停止ボタン 


[録音を開始ずる 


f [再生/停止]ボタンを 
^押す 


電源び入0ます。 



巧 


2 


[録音/停止]ボタンを 
押す 

録音インジケーターび 
点灯し、液晶表示部に 
" REC " び表示され、録音 
び始まります。 2 秒後に 
カウンター表示に切り替 
わ0ます。 


作ま音^ 

、/厚止ノ 


巧 • r, < 


巧 • r< 

1 

U 1 

2秒後 

A 


1 

PE t ： 


n n n - n 

UUU'U 

I 

1 
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L 録音を一時的に停止する 


録音中に[一時停止]ボタンを押す 

録音インジケーターび点滅します。 

わう一度 [一時停止] ボタンを巧すと、録音び再開され 
ます。 


感 


* 广, 
■し, 


0记:3^ 


G 録音を停止する 


録音中に[録音/停止]ボタンを押す 

(例）]つ目のファイルび ] 6分32秒録音された表示 


V /惇止ノ 


C 


0估が 


ま音できる残量時間を表示する 


録音中に[再生/停止]ボタンを押ず 

約已秒間残量時間び表示されます。 

残量時間表示は、おおよその目まです。 ^ 

(録音中に [再生/停止] ボタンを巧しても録音は停止しま 
せん。） vify 

(例）残量時間] 6時間43分を表示 


柄 


C 


残量 

0 15：43 


お知5せ.録音中に本機に手などが当ったりすると、雑音が録音されます。 
. 録音中に電池びはずれると録音中の内容が消えてしまいます。 


使いかた 
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再生ずる 


[再を/停止] ボタン 
を押す 

電源び入ります。 

(例）]つ目のファイル 
に] 0分48秒録音され 
ていな表爪 


感 


2 


[戻る][進む] ボタンを押して、再 
生したいファイルを選ぶ ， 

ファイルま号と録音時間び表示されま 

(例）2つ目のファイルに2已分]0抄録 
音されている表示 


钢 

•つご 
し•し 

脚: 

tn 

IU 


3 


[再生/停止] ボタンを押す 

再生び始まります。 



お知5せ.1 つのファイルの再生が終ると、自動的に再生び停止します。 

. 再生停止のまま約已分経過すると、自動的に電源が切れます。 


戻るボタン 

一時停止ボタン 
音量（ル）ボタン 



再生/停止ボタン 
音量（大）ボタン 
進むボタン 


r 再生を開始する 



, J, 
S 3 

月 • • 

H-, 5 
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[ I 音量を変える 


再生中に[音量 け)] または[音量 （ル)] ボタンを押す 

音量表示び変化します。 づ り) 大 

音量は〇〜38段階に可変でさます。 

約2秒間音量び表示されます。 ^ 

(例）音量び9を表示 


词 

•つご 
►し•し 

1 nm 

UUL 

no 


[ I 再生を止める 


再生中に [再生/停止] ボタンを押す 


感 


两 

广〇 

U し 

ms 

- m 

IU 


再生を 時停止ずる 


再生中に [一時停止] ボタンを押す 

再生中インジケーターび点滅表示します。 

わう一度 [一時停止] ボタンを巧すと、再生び再開され 
ます。 



使いかた 
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再生ずる（つづを) 



:88 年 


曰巧 m rm 

残量I U ち U u 曰 

-8S8：88： 


録音/停止ボタン 
戻るボタン 

一時停止ボタン 
音量（ル）ボタン 



再生/停止ボタン 
音量（大）ボタン 
進むボタン 


[早送り/早戻しする 


再生中に[進む](早送り）または[戻る] 

(早戻し）ボタンを押し続ける 

通常再生に戻すには、ボタンから指を離します。 

お知らせ 早送り-早戻し中、音声は聞こえません。 


側 


[> ま音日時の確認する 


再生中に [録音/停止] ボタンを押す 

[録音/停止] ボタンを巧すと録音び行われた曰付と時 
刻び約已秒間表示されます。 

(例）2つ目のファイルに4月]曰、]6時24分に録音 
された表示 



倒 


日付 


n 

►し,し 

U n t 

晦月<曰 


冶ぶ W 


お知 5 せ[録音/停止] ボタンを巧し続けると録音が始まります。 


[； 再生（ファイル番号）をとばす（スキップする） 


再生中または停止中に[戻る]ボタンまた 
は[進む]ボタンを押す / 戻る/進む 

巧すごとにファイルま号び順まに変わります 。（ィィ ( i ±) ►► 
再生中にスキップすると選択したファイルの\ 

先頭から再生び始まります。 
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L イント□再生（スキヤン）する 


停止中に [再生/停止] ボタンを2秒上押ず 
" SCAN " び表示され、すべてのファイルの先頭から約 
已砂間ずつ順まに再生されます。 



録音したファイルを保存したいとを 

お手持ちの機器に台った市販の音声用コードを使用することで、本機の録音内 
客を、お手持ちのテープレコーダーなどに録音することができます。音声はモ 
ノラルです。 

準備 

• 接続するとさは必ず本機と接続機器の電源を切つてください。 

♦接続機器の取扱いについては接続機器の取扱説明書をご覧<ださい。 



• イヤホン端テから録音するとさは、市販の S ニプラグコードを使用して<ださい。 
• 保存したい内容を本機で再生し、接続機器側で録音します。 


お知5せ•他の機器と接続するときは、スピーカーを破損することのないように、本 
機のボリユームを最ルにしてください。 

-本機の電池を出し入れするとさは、必ず接続機器の電源を切ってから行っ 
て < ださい。 


使いかた 
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消去ずる 


録音/停止ボタン 
戻るボタン 


注意！！ 

一度消去したフアイ 
ルは元に戻りませ 
ん。消去するとさに 
は十分注意してくだ 
さい。 


树 • 0 0 

お聴 

曰巧 m rm 
残量 I U ち U U E 

ぶ弧88;! 





再生/停止ボタン 

進むボタン 
消去ボタン 


I ファイルを指定して消去する 


消去前「ファイル番号1 f ファイル番号2「ファイル番号3「ファイル番号4 T ファイル番号已1空き 

i ファイル番号3を消去する 31^ ^ 一- 一 一-- - -- _ 

消去後「ファイル番号1レアイル番号 2] ファイル番号3 I ファイル番号4 f 空き 

L ソ降の番号び繰り上びる 


[再生/停止]ボタン 
を押す 

電源び入ります。 



钢 

n 1 


U 1 

n 

U I 

1 n - ij 〇 

1U • 1 u 


2 


[戻る]ボタンまたは[進む]ボタンを 
押して、消去したいファイルを選ぶ 

(例）6つ目のファイルを消去 


(戻る 

が 


感ミ 


两 


U 〇 


〇〇〇:〇 


：2 [消去]ボタンを2秒上押す 

^液晶表示部に " dEL " び約]己秒間表示されます。 
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2 


[消去] ボタンを 2 秒む上押す 

液晶表示部に " dEL " び約 5 秒間表示されます。 



3 


" dEL " が表示されている間にもう一度 [消 
去]ボタンを押す 

液晶表示部に "dEL AL " び表示されます。 



4 


"dEL AL " が表示されている間に [再生/停 
止]ボタンを押す い停止ノ 

録音されているすべてのファイルび消去されます 


風 


ボタンに□ックをかける（ホールド機能) 

かばんの中などでボタンに物が触れても動作しないように、□ックをかけること 
がでさます。 

空こ!!^ ド‘ スイッチ背面の [ホールド] スイッチを、ち側に動かす 
(スイッチの左側に赤色の目印があ！5われます） 

ホールド機能び働さます。 

ボタンを巧してち、液晶表示部に" HOLd " び 
表示されて、操作びでさな<なります。 

解除するには、 [ホールド] スイッチを左側に 
動かします。 


ド 〇、 
〇 。ホ。ル。 ド： 


两 

n 1 


U 1 

地し 

cl 


[再生/停止] ボタン 
を押す 

電源び入0ます。 


感 


A " dEL " が表示されている間に [再生/停止] 

^ボタンを押す 

選択したファイルび消去されます。 ) 

消去したファイル I ツ降のファイルま号び自動的に繰 
り上ります。 


r 録音されている内容をずべて消去する 


使いかた 
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拡聴機能を使ラ 



録音/停止ボタン 


• no 

拡聴 ► UU 年 

曰付 < 〇 rm 
残量 I 〇ち〇 U 曰 

-S 88 -SS ： 



再生/停止ボタン 

内蔵マイク 



イヤホン端子 



イヤホンを接続した状 
態で、 [再生/停止] 
ボタンを押す 

電源び入0ます。 



钢 

n $ 


U 1 

n 

U 1 

1 n - u 〇 

1 u • 1 u 


2 


[録音/停止]ボタンを2秒む上押す 

液晶表示部に " LOUd " び表示され、イヤホンから周 
囲の音び聞こえるよラになります。 



两 

拡聴 

I m I J 

しし心 U 


お知5せ-ボタンを押す時間が短いと、録音が開始されます。 " LOUd " が表示される 
のを確認してか5、ボタンか5指を離してください。 

-拡聴機能使用中は録音できません。 


3 


お聴機能をやめるには、[録音/停止]ボタン 
または[再生/停止]ボタンを押す 

お聴機能び停止します。 


魚または感 
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故障かな？と思ったとを 


症状 

原因 

処置 

参照べ-ジ 

源 

関 

係 

表示部び点好し 
ない。 

♦電池がはいっていない。 

参電池を入れる。 

8 

♦電池が消耗している。 

♦電池を交換する。 

8 

電源の入/切が 
でさない。 

• [再生/停止]ボタンを巧すと電源が入り、[一時停止] 
ボタンを押すと電源び切れます。 

9 

録 

立 

晶 

係 

録音でをない。 

♦電池がはいっていない。 

♦電池を入れる。 

8 

♦電池が消耗している。 

♦電池を交換する。 

8 

♦録音時間に余裕がない。 

♦録音内容を消す。 

18,19 

再 

生 

関 

係 

再生しない。 

• ホールド機能が働いてい 
る 0 

♦「ホールド」スイッチを矢 

E 口と反対方向にする。 

19 

♦録音内容がない。 

• ファイル番号表示を確認 
する。 

14 

スピーカーからの 
再生音がルさい。 

♦本機は、スピーカーで録音を確認し、イヤホンで内容 
を聞く仕様の商品です。 

9 

スピーカーから 
再生音が出ない。 

• 音量の設定が最ルになつ 
ている。 

♦音量を調節する。 

1 已 

• イヤホンを接続してい 

る。 

参イヤホンをはずす。 

9 

イヤホンか 5 再 
生音び出ない。 

• 音量の設定が最ルになつ 
ている。 

♦音量を調節する。 

1 已 

• イヤホンを接続していな 
い。 

♦イヤホンを接続する。 

9 

音が割れる。 

♦音量の調整び大さすざる。 

♦音量を調整する。 

1 已 

そ 

の 

他 

ボタンを押して 
ち動作しない。 

• ホールド機能が働いてい 
る。 

♦「ホールド」スイッチを矢 

E 口と反対方向にする。 

19 

表示部の背景の 
文字が消える。 

• ななめから表示部を見て 
いる。 

参正面から表示部を見る。 

7 

時刻の設定方法 
がわからない。 

• 「時刻を合わせる」をご覽< ださい。 

10,11 

録音した内容の消去 
方法がわからない。 

• 「消去する」をご覽< ださい。 

18,19 

オーディオレ コーター 
などにダビングしたい。 

• 「録音したファイルを保存したいとき」をご覽くださ 
い。 

17 

お聴機能の音が 
ルさい。 

• [音量]ボタンが下がって 
いる。 

• [音量]ボタンを上げて音 
を大さくする。 

9 

拡聴機能に切り 
換わ 5 ない。 

• [録音/停止]ボタンの長 
押しが足 0 ない。 

• "LOUd" が表おされるま 
で長押しする。 

20 

年表示が出ない。 

• 年表示は時刻合わせの時だけ表示します。 

10.11 


こんなとをは 
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仕様 


商品名 

にレコーダー 

形名 

TY - VR 72 

愛称 

VOICE BAR 

電源 

DC 3 V 、 アルカリ乾電池単4形2本 

電池寿命 

(東芝アルカリ乾電池） 

録音時：約22時間 

再生時：約14時間（音量調整中央位置で内蔵スピーカー使用時） 

録音方式 

デジタル録音 

記録媒体 

内蔵フラッシュメモリー 2 GB 

ビットレート 

64 Kbps 

録音-再生帯域 

己00 ~3已00 Hz 

録音時間 

約71時間* (1 ファイル：最大日日日分） 

最大録音件数 

日日件（ファイル） 

マイク□ホン 

内蔵エレクトレットコンデンサマイク□ホン（モノラル） 

マイク入力 

3.5 mm 0モノラルミニジャック 

イヤホン出力 

3.5 mm 0モノラルミニジャック 

スピーカー 

□径 28 mm 、 最大出力：日 OmW 

時刻表示 

24時間デジタル表示 

使用温度 

0で〜40で 

付属品 

インナーイヤ形イヤホン （3 .己 mm 0ミニプラグ）1個 
アルカリ乾電池単4形2本 
ソフトケース1個 
取扱説明書1冊 


※録音-再生の途中で電池交換び必要にな0ます。 


• 意匠、仕様などは改良のため予告なく変更することびあります。 

■付属の電池について 

• 付属の電池はモニター用です。寿命び仕様の表示より短いことびあります。 


■電池について 

♦電池の発熱、液をれ、破裂などによりけびや故障の原因となります。 
-長時間 （1 力月]; Lb ) 使わないとさは電池を取り出す。 

•法)©を正しく入れる。 

•ショート、分解、加熱、充電、変形、火に入れるなどしない。 

-新しい電池と使用した電池、異種の電池を混用しない。 

•充電式電池、ニッケル乾電池は使用しない。 


この製品は、日本国内用に設計されているため海外では使用できません。また、アフターサービス 
ちでさません。 

This product is designed for use only in Japan and cannot be used in any other country. 
No servicing is available outside of Japan. 


22 






















メモ 


こんなとをは 
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メモ 
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こんなとをは 
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保証とアフターサービス 


修理*お取り扱い-お手入れについてご不明な点は 


お買い上げの販売店へご相談< ださい。 

販売店にご相談びできない場合は、下記の窓□へ 


「東芝 エルイートレーデイングヴポートセンター 1 

函0120 -28-0488 

受付日寺間： 3巨已曰9:00〜20:00 
携帯電話 ’PHS など 

爲0570 -01-0488 (通話料：有料） 
FAX 

03-3258-0470 (通信料：有料） 

-お客様からご提供いただいた個人情報は、修理やご相 
談への回答、カタ□グ発送などの情報提側こ利用いた 
します。 

. 利用目的の範囲内で、当該製品に関連するまたグルー 
プ会社や協力会社にお客様の個人情報を提供する場合 
びあります。 




[ 保証書（一体） 

I [ 保証書（一体） I 


>保証書は、この取扱説明書の28 ■ 
ページに記載されています。 ■ 

>保証書は、必ず「お買い上げ曰•販 
売店名」などの記入をお確かめのラ r 
え、販売店から受け取っていただき、 L 


にレコーダーの補修巧性能部品の保有期間は、製造巧ち切り後已年です。 
補修巧性能部品とは、その商品の機能を維持するために必要な部品です。 

部品について 1 


内容をよくお読みの後、大切にイ呆管参修理のために取りはずした部品は、特段のお申し出びない場合は当社で引 
してください。 き取 b せていただきます。 

H 呆註期間はお買い上げの日か61年 ♦修理の際当社の品質基準に適合した巧I」用部品を使用することびあります。 

間でず。 


[ 修理を依頼されるときは 


I 持込修理品 I 


21ページに従って調べていたださ、なお異常びあるとさは、使用を中止し、お買い上げの販売店にご連絡 
<ださい。 

•本機は国内専用です。国外での使用に対するサービスは対応でさかねますので、ご了承ください。 


■保証期間中は . 

保証書の規定に従って、販売店び修理させていただ 
さます。なお、修理に際しましては、保証書をご提 
示 < ださい。 

■保証期間び過ざているときは . 

保証期間経過後の修理については、お買い上げの販 
売店にご相談ください。修理すれば使用できる場合は、 
ご希望によって有料で修理させていたださます。 


■修理料金のしくみ.. 


修理料金は技術料-部品代などで構成され 
ています。 

技術料 

故障した商品を正常に修復するた 
めの診察。 

部品代 

修理に使用した部品代。 


便利メモ 

お買い上げ曰 

年月曰 

お買い上げ店名 

電話 ( ) 


長年ご使用の機器の点検をぜひ！ 

このよラな 
を状はあり 
ませんか。 

• 煙び出る 
参変な臭いびする 
• その他の異苗や故障びある 

マ.估 U 故障や事故防止のため、使用を中止 
ゴ巧て し、必ずお買い上げの販売店に点検. 
W に 修理をご相談ください。 


口 


愛情点検 
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-保証書「無料修理規定」 

本書は、取扱説明書、本体貼付ラベルなどの記載内容にそった正しいご使 
用のをとで、保証期間中に故障した場合に、本書記載内容にそって無料修 
理をさせていただくことをお約束するをのです。 

保証期間中に故障び発生したとさは、本書と商品をご持参のラえ、お買い 
上げの販売店に修理をご依頼ください。 

修理の際、当社の品質基準に適合した再利用部品を使用することびあり 
ます。 

★印欄に記入びないとさは無効です。本書をお受け取りの際は必ず記入を 
ご確認ください。 

また本書は再発行しませんので紛失しないよラに大切に保管してください。 

1. 保証期間内でを次の場合には有料修理になります。 

(イ）誤ったご使用や不当な修理•改造で生じた故障、損傷。 

(□) お買い上げ後の落下や輸送などで生じた故障、損傷。 

(八）火災、天災地変（地震、風水害、落雷など)、塩害、ガス害、異常 
電圧で生じた故障、損傷。 

(二）本書のご提示びない場合。 

(ホ）本書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入のない場合、 
あるいは字句び書さ換えられた場合。 

(へ）一般家庭用];1外（たとえば業務用など）に使用された場合の故障、 
損傷。 

2. 出張修理を行った場合には出張に要する実費を申し受けます。 

3. 修理のために取りはずした部品は、特段のお申し出びない場合は当社 
で弓 I さ取らせていたださます。 

4. 本書は日本国内においてのみ有効です。 

This warranty is valid only in Japan . 

5. ご転居の場合は事前にお買い上げの販売店にご相談 < ださい。 

6. ご贈答品などで本保証書に記入してあるお買い上げの販売店に修理び 
ご依頼でさない場合には、東芝エルイートレーディングヴポートセン 
ターへご相談ください。 


修理メモ 

修理年月曰 

修理内容 

担当 

年 

月 

曰 



年 

月 

曰 




こんなとをは 
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ふりびな 

様 

〒己□巧 ご己ごご 


住所•店名 


電話 


★お買い上げ曰 _ 

Ei I 年!!； I 月 [; 旧から 


ままエルイ-トレ-デ: fi； ヴ巧巧貪せ 

干101 -0021 ま京都千代田区外ネ申田 2-2- 1已（ま芝昌平坂ビル） 

※この保証書は、本書に明示した期間、条件のをとにおいて無料修理をお 
約束するをのです。したびってこの保証書によって保証書を発行してい 
るを（保証責任ち)、およびそれ!;!外の事業ちに対するお客様の法律上 
の権利を制限するをのではありません。 

※保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について詳し<は取 
扱説明書をご覧ください。 


• 保証書にご記入いただいたお客様の住所-氏名などの個人情報は、保 
証期間内のサービス活動およびその後の安全点検活動のために利用さ 
せていただく場合びございますので、ご了承ください。 

• 修理のために、当社から修理委託している保守会社などに必要なお客 
様の個人情報を預託する場合びございますび、個人情報保護法および 
当社と同様の個人情報保護規程を遵守させますので、ご了承<ださい。 


ままェルイ-トレ-デに/ヴ巧巧甚社 


市外 


市内 




番号 





-東芝に レコーダー 保証書 

持込修理品 

形名 TY - VR 72 


お名前：ご住所 


★お客様 


★ご販売店 


年 

^1 


本体 

保証期間 
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干101 -0021 東京都千代田区が神田2—2— 1已(東芝昌平坂ビル） 














































